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　１　高梁市消防の沿革

昭和２９年 近接１町８ｶ村が合併し、高梁市消防団が結成され、９分団が設けられた。

昭和３０年 近接中井村が編入され、高梁市消防団中井分団となる。（１団、１０分団、

団員２,０００名）

消防ポンプ自動車１台購入。（小型動力ポンプ３８台、腕用ポンプ２９台）

昭和３５年 消防団員定数１,７８０名とする。

昭和３６年 消防ポンプ自動車増強配置。（団員定数１,７００名）

昭和３７年 市街地消防水利増強のため公設消火栓設置。（６１ヶ所）
（団員定数１,５００名）

昭和４０年 高梁市消防団常備部を設け、消防体制を強化した。

（消防団員定数１,２００名）

新見市、昭和町、北房町、有漢町、賀陽町、成羽町と消防相互応援協定締

結。

昭和４１年 政令指定により消防本部・署設置、消防職員定数１８名とし実員１６名で

発足。　（消防長  助役兼務）

常備部を廃止した。（団員定数１,０００名）

市長部局から１名出向  実員１７名

赤バイ（ホンダ300cc）消防署配置。（高梁ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ寄贈）

昭和４２年 職員２名退職・２名採用・市長部局から１名出向  実員１８名

消防ポンプ自動車（Ａ２級）消防署配置。（日本損害保険協会寄贈）

昭和４３年 消防職員定数２１名とする。
職員３名採用  実員２１名

昭和４４年 消防職員定数３０名とする。

職員１名退職・４名採用  実員２４名

小型動力ポンプ積載車消防署配置。

昭和４５年 職員２名退職・４名採用  実員２６名

救急自動車消防署配置。（日本自動車工業会寄贈）

消防団機動化のため小型動力ポンプ積載車１０台購入配置。（消防団）

消防団の部の統合を行い５４部を３１部にする。（団員定数７８０名）
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昭和４６年 消防本部、消防署庁舎完成。

兼任職員３名を解き、７名採用  実員３０名

小型動力ポンプ積載車２台配置。（消防団）

消防指令車（トヨタ  クラウン  2,000cc）消防署配置。

無線局開局。（基地局・陸上移動局）

昭和４７年 市長部局へ１名出向・１名採用・（消防長  市長兼務）  実員３０名

総社市と消防相互応援協定締結。

広報車消防署配置。（高梁危険物安全協会寄贈）

小型動力ポンプ積載車３台配置。（消防団）

化学消防ポンプ自動車（薬剤500ﾘｯﾄﾙ、水2,000ﾘｯﾄﾙ積載）消防署配置。

集中豪雨による高梁川氾濫に際し、地区住民の避難誘導及び復旧作業に従

事した。

昭和４８年 市長部局へ１名出向  実員２９名

小型動力ポンプ４台更新。（消防団）

小型動力ポンプ積載車３台配置。（消防団）

消防ポンプ自動車（Ａ２級）更新、消防署配置。

昭和４９年 小型動力ポンプ７台更新。（消防団）

小型動力ポンプ積載車消防署配置。

小型動力ポンプ積載車３台配置。（消防団）

職員１名退職  実員２８名

昭和５０年 職員１名採用  実員２９名

消防ポンプ自動車消防署配置。（日本損害保険協会寄贈）

屈折はしご付消防ポンプ自動車（１５メートル級）消防署配置。

落合分団第２部を高梁分団第４部に編入した。

消防団員定数７５０名とする。（１団、１０分団、２８部）

昭和５１年 救急自動車（２Ｂ型）消防署配置、２台となる。（県共済農協連寄贈）

消防訓練塔建設。

昭和５２年 小型動力ポンプ積載車２台配置。（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）３台更新。（消防団）

昭和５３年 職員１名採用  実員３０名
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昭和５４年 4月１日広域救急業務受託開始(有漢町・賀陽町・成羽町・川上町・備中町）

消防職員定数３７名とする。

職員１名退職・２名採用・（消防長  市長兼務を解く）  実員３１名

救急自動車（２Ｂ型）消防署配置、３台となる。（日本損害保険協会寄贈）

救急指令装置（ＮＥＣ  Ｂ型）設置。

松原町陣山 無線中継基地局開局。

　固定局２局、基地局２局、陸上移動局（車載８・携帯６）

昭和５５年 職員６名採用  実員３７名

指令広報車消防署配置。（日本消防協会寄贈）

昭和５６年 救急自動車（２Ｂ型）更新、消防署配置。（県共済農協連寄贈）

救助工作車（照明灯付）消防署配置。

昭和５８年 職員１名退職  実員３６名

小型動力ポンプ３台更新。（消防団）

昭和５９年 消防事務の事務委託に関する規約制定、上房郡有漢町、賀陽町、川上郡成  

羽町、川上町及び備中町の消防事務を受諾した。

消防職員定数６５名とする。

消防職員２４名採用  実員６０名

消防庁舎増築。（救急車庫、食堂、署事務室）

小型動力ポンプ積載車消防署配置、２台となる。

１０月１日広域消防業務を開始。

昭和６０年 職員２名退職・５名採用・市長部局から１名出向  実員６４名

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型、Ａ２級）消防署配置。

消防団員定数７００名とする。（１団、１０分団、２８部）

阿新広域事務組合（新見地区消防本部）、真庭広域連合消防本部、井原地

区消防組合消防本部と消防相互応援協定締結。

査察車（ニッサン  ブルーバード  1,600cc）消防署配置。

昭和６１年 指令車（ニッサン  ローレル  1,800cc）消防署配置。

圧縮空気製造施設（高圧空気充填所）設置。

小型動力ポンプ積載車２台配置。（消防団）

赤バイ（ヤマハ  250cc）消防署配置。（高梁ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ寄贈）

中井分団第２部を第１部に編入、高倉分団第３部を第１部に編入し、１団、

１０分団、２６部となる。

救急自動車（２Ｂ型）更新、消防署配置。（県共済農協連寄贈）

高梁市消防団ラッパ隊結成。
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昭和６２年 職員１名採用  実員６５名

小型動力ポンプ積載車２台配置。（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

第34回岡山県消防操法訓練大会を桔梗緑地グランドで開催。

昭和６３年 消防本部、機構改革による課制の導入。

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

小型動力ポンプ積載車４台更新配置。（消防団）

玉川分団第２部を第１部に編入、１団、１０分団、２５部となる。

消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型、Ａ１級）更新、消防署配置。

（日本損害保険協会寄贈）

化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）更新、消防署配置。

指令広報車消防署配置。（日本消防協会寄贈）

平成  元年 職員２名退職・１名採用・市長部局から１名出向  実員６５名

防火広報車消防署配置。（日本防火協会寄贈）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

小型動力ポンプ積載車４台更新配置。（消防団）

平成  ２年 職員４名退職・市長部局から１名出向  実員６２名

救急自動車（２Ｂ型）更新、消防署配置。（山ノ内製薬株式会社寄贈）

小型動力ポンプ積載車４台更新配置。（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

岡山県下消防相互応援協定締結。

平成  ３年 小型動力ポンプ積載車更新、消防署配置。

小型動力ポンプ積載車３台更新、１台増強配置。（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）１台更新、１台増強。（消防団）

平成  ４年 職員１名採用・市長部局へ１名出向・市長部局から１名出向  実員６３名

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型、Ａ１級）更新、消防署配置。

小型動力ポンプ積載車３台更新、１台増強配置。（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

平成  ５年 救急自動車（２Ｂ型）更新、消防署配置。（日本消防協会寄贈）

小型動力ポンプ積載車３台更新配置。（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）
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平成  ６年 消防団員定数６５０名とする。（１団、１０分団、２５部）

小型動力ポンプ積載車２台更新配置。（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

岡山県防災行政通信ネットワーク（衛星系）運用開始。

平成  ７年 「阪神・淡路大震災」に消防隊・救助隊として４３日間、延べ人員１１４

名の職員が出動した。

職員２名退職・２名採用・市長部局から１名出向  実員６４名

はしご付消防ポンプ自動車（１５メートル級）更新、消防署配置。

機構改革の一部改正により、消防本部警防課を予防課と名称変更した。

消防庁舎北側敷地拡張１,０３４.１㎡となる。

緊急消防援助隊発足。

福山地区消防組合消防局と消防相互応援協定締結。

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

救急自動車（２Ｂ型）更新、消防署配置。（県共済農協連寄贈）

平成  ８年 ４月１日消防無線施設更新。(消防本部固定局・基地局、陣山固定局・基地局）

通信指令室増築、機械室新設。

消防緊急通信指令施設更新、Ⅰ型を導入。

水槽車（３.８トン）を購入配置。

指令１号車（マツダ  ファミリア  1,500cc）更新、消防署配置。

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

高梁圏域救急医療対策協議会設立。

平成  ９年 岡山自動車道集団事故災害訓練実施。

岡山市消防局・総社市消防本部・真庭消防組合消防本部と岡山自動車道消

防相互応援協定締結。

救急救命士資格取得、第１号誕生。

平成１０年 職員１名退職・（消防長　助役兼務）　実員６３名

中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練参加（岡山市操車場跡地）

広報１号車（ニッサン  1,500cc）更新、消防署配置。

救助工作車Ⅱ型（日野8,000cc）更新、消防署配置。

岡山県災害救急医療情報システム運用開始。

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

救急救命士資格取得、２名（計３名）

日本消防協会　表彰旗　受章（平成10年3月7日）
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平成１１年 職員１名退職・２名採用  実員６４名

指令２号車（いすゞ  ビックホーン　3,000cc）更新、消防署配置。
（日本消防協会寄贈）　

救急救命士資格取得、１名（計４名）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新。（消防団）

高規格救急自動車（トヨタ  3,400cc）消防署配置、運用開始。

資機材搬送車（いすゞ  3,150cc）消防署配置。

消防庁長官　竿頭綬　受章（平成11年3月5日）

消防庁舎耐震補強工事及び救急滅菌室増設工事（平成11年3月30日完成）

平成１２年 職員２名退職・２名採用・（消防長  助役兼務を解く）  実員６４名

救急救命士資格取得、１名（計５名）

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型、Ａ２級）更新、消防署配置。

小型動力ポンプ積載車２台更新配置。（消防団）

小型動力ポンプ積載車更新、消防署配置。

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）１台更新、消防署配置。

平成１３年 救急救命士資格取得、１名（計６名）

消防無線周波数取得に伴い携帯無線機（１Ｗ）３台配備（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新（消防団）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）１台返納（消防団）

消防庁舎高圧受変電設備及び冷房設備工事

平成１４年 高梁市消防団　日本消防協会　竿頭綬　受章（平成14年2月8日）

救急救命士資格取得、１名（計７名）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新（消防団）

携帯無線機（１Ｗ）２台配備（消防団）

平成１５年 高規格救急自動車（トヨタ  3,400cc）消防署配置(２Ｂを更新）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高規格救急車　計２台

広報２号車（トヨタ ハイエース 2,000cc）更新、消防署配置。

救急救命士資格取得、１名（計８名）

小型動力ポンプ（Ｂ－３級）２台更新（消防団）

平成１６年 職員４名退職・４名採用  実員６４名

１０月１日　市町合併により「新高梁市」誕生。(旧高梁市・旧有漢町・

旧成羽町・旧川上町・旧備中町）

機構改革の一部改正により、消防本部予防課を警防課と名称変更した。

高梁市消防団は１団・５方面隊・２４分団・６９部、団員１,５９１名

（条例定数１,６１０名)となる。

兵庫県豊岡市水害に伴い緊急消防援助隊岡山県隊として２隊１０名派遣

する。
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指揮車　更新　有漢方面隊本部

小型動力ポンプ付積載車　更新　有漢方面隊　有漢中央分団第２部　

消防ポンプ自動車　更新　成羽方面隊　自動車分団第２部　

救急救命士資格取得、１名（計９名）

平成１７年 職員１名退職・１名採用  実員６４名

小型動力ポンプ積載車（積載１号車）更新　消防署配備

消防緊急通信指令施設　携帯電話119番受信改修工事

自動体外式除細動器（AED）2相性　２台　購入（救急車へ配備）

平成１８年 消防ポンプ自動車（消防３号車）更新　消防署配備

乗用車　更新　消防署配備

救急救命士資格取得、１名（計１０名）

認定救急救命士（気管挿管）取得　３名

積載車　更新　成羽方面隊　成羽分団第５部

自動車分団器庫　移設　川上方面隊

平成１９年 職員３名退職・３名採用  実員６４名

圧縮空気製造設備（移動式）更新　

高梁市消防署　西分駐所開所（平成19年4月1日）

高規格救急自動車(トヨタ 2,700cc）更新(２Ｂを更新）西分駐所配備　計3台

消防無線前進基地局整備（西分駐所）

日本消防協会特別表彰　まとい　受章

女性消防団員入団(２５名)

高梁分団第２部器庫　移設　高梁方面隊

救急救命士資格取得、１名（計１１名）

認定救急救命士（気管挿管）取得　１名　(計４名）

救急救命士(薬剤投与）取得　２名

平成２０年 職員５名退職・５名採用  実員６４名

４月１日高機能消防通信指令運用開始

救急救命士資格取得、１名（計１２名）

救急救命士(薬剤投与）取得、３名 （計５名）

災害対応特殊化学消防ポンプ自動車　更新　消防署配備

小型動力ポンプ付積載車　更新　高梁方面隊　巨瀬分団第１部　

小型動力ポンプ積載車　3台更新　高梁方面隊　中井分団第３部

                               成羽方面隊　成羽分団第２部・第３部

平成２１年 職員７名退職・５名採用・市長部局から１名出向
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（消防長　副市長兼務４月～９月）（消防長　副市長兼務を解く１０月～）

実員　６３名

救急救命士資格取得、１名（計１３名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、１名　(計５名）

救急救命士（薬剤投与）取得、３名　（計８名）

小型動力ポンプ付積載車　更新　有漢方面隊　有漢中央分団第１自動車部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(日本消防協会寄贈）

小型動力ポンプ積載車  3台更新  高梁方面隊 高梁分団第２部

                               松原分団第１部・落合分団第３部

消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ型）更新　川上方面隊　自動車分団

平成２２年 職員１名採用　実員６４名

消防ポンプ自動車（消防２号車）更新　消防署配備

高規格救急自動車（トヨタ 2,700cc）更新（２Ｂを更新）　計４台

認定救急救命士（気管挿管）取得、２名（計７名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、２名（計１０名）

中国四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練参加（救急隊１隊）

　　　　　　　　　　　（高知市東部総合運動場多目的広場）

小型動力ポンプ付積載車　更新　高梁方面隊　高倉分団第１部

小型動力ポンプ積載車  3台更新  高梁方面隊　川面分団第１部

　　　　　　　　　　　　　　　 中井分団第１部・巨瀬分団第２部

消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ型）更新　有漢方面隊　

有漢中央分団第２自動車部

平成２３年 職員１名採用　実員６５名

指揮１号車　更新　消防署配備

東日本大震災に伴い緊急消防援助隊岡山県隊として１３隊３６名派遣

する。

救急救命士資格取得１名（計１４名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、２名（計９名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、２名（計１２名）

中国四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練視察（福山市）
はしご付き消防ポンプ自動車(15ﾒｰﾄﾙ級)オーバーホール

平成２４年 職員２名退職・２名採用　実員６５名

市長部局と人事交流　市長部局へ１名出向・市長部局から1名出向

指揮３号車（衛星通信車）　消防署配備（広報1号車を更新）

高規格救急車（救急1号車）更新　消防署配備 (JA共済連寄贈）

救急救命士資格取得、１名（計１５名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、２名（計１１名）
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認定救急救命士（薬剤投与）取得、１名（計１３名）

大規模水害特別防災訓練の実施

消防救急デジタル無線整備

小型動力ポンプ付積載車４台更新　中井分団第2部、有漢東分団第1・3部

　　　　　　　　　　　　　　　  吹屋分団第1部

小型動力ポンプ積載車６台更新    高梁分団第1･3･4部、川面分団第2部　

　　　　　　　　　　　　　　　　落合分団第2部、有漢西分団第1部

平成２５年 職員１名退職・３名採用　実員６７名

４月１日消防救急デジタル無線運用開始

岡山県消防防災航空センターへ隊員１名を派遣する。

市長部局と人事交流　市長部局へ1名出向・市長部局から1名出向

救急救命士資格取得、１名（１６名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、２名（計１３名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、１名（計１４名）

小型動力ポンプ積載車７台更新　　

（津川分団第２部、巨瀬分団第１部、宇治分団第１部、落合分団第１部）

（吹屋分団第２部、平川分団第１部、湯野分団第２部）

小型動力ポンプ７台更新  　　　 

（高梁分団第２部、川面分団第２部、巨瀬分団第１部、成羽分団第５部）

（中分団第２部、  吹屋分団第２部、平川分団第１部）

平成２６年 岡山県消防防災航空センターへ隊員1名を派遣の継続

市長部局と人事交流　市長部局へ1名出向・市長部局から1名出向

救急救命士資格取得、１名（１７名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、１名（計１４名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、１名（計１５名）

認定救急救命士（ブドウ糖溶液の投与・血糖測定）取得、２名（計２名）

指揮2号車（救助資機材搭載型車両）総務省消防庁無償貸し付け

救急2号車 ２B型更新　西分駐所配備

大規模水害特別防災訓練の実施

広島市土砂災害に伴い緊急消防援助隊岡山県隊として５隊２５名派遣する。

中国四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練参加（消火隊１隊・救急隊１隊）

小型動力ポンプ積載車３台更新　　

（玉川分団第１部、落合分団第１部、富家分団第３部）

小型動力ポンプ３台更新  　　　　　

（津川分団第１部、成羽分団第６部、富家分団第３部）

平成２７年 職員３名退職(救急救命士取得者１名含む）・３名採用　実員６７名

岡山県消防防災航空センターへ隊員１名を派遣の継続
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市長部局と人事交流　市長部局へ１名出向・市長部局から1名出向

救急救命士資格取得、１名（現１７名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、１名（計１５名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、１名（計１６名）

認定救急救命士（ブドウ糖溶液の投与・血糖測定）取得、３名（計５名）

資機材搬送車更新　消防署配備

小型動力ポンプ積載車６台更新　　

（高梁分団第４部、松原分団第２部、成羽分団第１部、手荘分団第２部）

（富家分団第２部、湯野分団第３部）

小型動力ポンプ８台更新  　　　　　

（高梁分団第４部、落合分団第１部、成羽分団第１部、手荘分団第４部）

（大賀分団第２部、富家分団第２部、湯野分団第２部３部）

平成２８年 岡山県消防防災航空センターへ隊員1名を派遣の継続

市長部局と人事交流　市長部局へ1名出向・市長部局から1名出向

救急救命士資格取得、１名（１８名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、１名（計１６名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、１名（計１７名）

認定救急救命士（ブドウ糖溶液の投与・血糖測定）取得、６名（計１１名）

救助工作車更新　消防署配備

大規模水害特別防災訓練の実施

熊本地震に伴い緊急消防援助隊岡山県隊として６隊１８名派遣する。

小型動力ポンプ積載車３台更新　　

（富家分団第１部、平川分団第１部、湯野分団第１部）

小型動力ポンプ６台更新  　　　 

（玉川分団第１部、宇治分団第１部、成羽分団第４部、富家分団第１部）

（平川分団第１部、湯野分団第１部）

平成２９年 職員２名退職・５名採用　実員６８名　

市長部局と人事交流　市長部局へ１名出向・市長部局から１名出向

機構改革の一部改正により、消防本部予防課を新設した。

救急救命士資格取得、１名（１9名）

認定救急救命士（気管挿管）取得、１名（計１7名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、１名（計１8名）

認定救急救命士（ブドウ糖溶液の投与・血糖測定）取得、５名（計１６名）

ブーム付多目的消防ポンプ自動車　消防署配備（はしご車を更新）

小型動力ポンプ積載車（積載２号車）更新　消防署配備

小型動力ポンプ積載車７台更新

（中分団第１部、手荘分団第１部・３部・４部、大賀分団第１部・２部

高山分団第１部）
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小型動力ポンプ４台更新

（巨瀬分団第２部、落合分団第１部、手荘分団第３部、高山分団第１部）

平成３０年 職員２名退職・３名採用　実員６９名　

市長部局と人事交流　市長部局へ1名出向・市長部局から1名出向

救急救命士資格取得１名（２０名）取得者２名採用（２２名）退職１名（２１）

認定救急救命士（気管挿管）取得、１名（計１8名）

認定救急救命士（薬剤投与）取得、１名（計１9名）

認定救急救命士（ブドウ糖溶液の投与・血糖測定）取得、１名（計１７名）

大規模水害特別訓練を実施した。

平成３０年７月豪雨による災害に対し、市民の避難誘導及び救出作業等に

従事した。また、県内応援隊として倉敷市真備地区へ３日間で３隊１０名

の職員を派遣した。

救急３号車更新　消防署配備

高機能消防指令施設の部分改修を実施した。

小型動力ポンプ積載車１台更新

（成羽分団４部）

小型動力ポンプ軽四積載車１台更新

（備中分団富家１部）

小型動力ポンプ３台更新

（高梁分団４部、松原分団１部、備中分団富家１部）
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２  消防本部・署庁舎

名    称

所 在 地

位　　置

敷地面積

        区  分
 年月日

６９７.０７ １,６３２.４０

名    称

所 在 地

位　　置

        区  分 
 年月日 　

　３  世帯数・人口・面積

計 14,411 30,374 546.99 848

平成３１年４月１日現在

世 帯 数 人     口 面積(K㎡)
備        考
(外国人）

建築面積（㎡） 延 面 積（㎡） 構         造

建築年月日 平成19年3月22日 　１８９．０５ １８９．０５  鉄骨造瓦葺平屋建

計

（１）分駐所

高梁市消防署　西分駐所

〒716-0304   岡山県高梁市備中町布賀29番地2

ＴＥＬ（0866）45-9909        ＦＡＸ （0866）45-9910

北緯　３４度４７分　　東経　１３３度２７分　　

昭和59年9月21日 １４１.９８ ４０１.６０  鉄骨造３階建

増築年月日

平成7年11月10日 ９.９２ ９.９２  鉄骨造  

建築年月日 昭和46年3月31日 ５４５.１７ １,２２０.８８
 鉄筋コンクリート造
 ３階建

高梁市消防本部 ・高梁市消防署

〒716-0046   岡山県高梁市横町１６９３番地１

ＴＥＬ（0866）21-0119        ＦＡＸ （0866）21-0130

北緯　３４度４７分　　東経　１３３度３７分　　

１,０３４.１ ㎡

建築面積（㎡） 延 面 積（㎡） 構         造
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2  2

計 14 18

3  3

3 4

1  1

1  1

1 1

1 2

1 1

1  1

1  1

1 3

計 104  67 64.4%

警　防　要　員　等 84  43

救　急　隊　員 兼務  兼務

指　揮　隊　員 兼務 6

予　防　要　員 6  5

通　信　要　員 6 6

庶務処理等の職員 8  7
  

消防車１台当り

453 8.16

801 1,687 30.39

215

消 防 ポ ン プ 自 動 車

30,374 546.99

消防職員１人当り

14,411

  （平成31年4月1日現在）

小型動力ポンプ付積載車

水　槽　車

指　揮　車

 ４ 消防力の整備指針に関する基準数と現有数

現    有    数

  区   分

世帯数・人口・面積

化学消防ポンプ自動車

救　助　工　作　車

 ５  現有消防力の比較

 世 帯 数 人　　口 面  積(k㎡)

（平成31年4月1日現在）

区          分

ブーム付き多目的消防ポンプ自動車 

基　　準　　数

救 急 自 動 車 

署   所   の   数

資　機　材　搬　送　車

広　報　車

消
 
防
 
職
 
員
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